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F －17 明冷以稗･４･-r I 家政に関^  s敢t ・ 発恚にっい-f ('1^ / 報-  1)

t^ 家裁^肥大家政ト昌 諮tgJ;

目 的　 家政 学・､形 成 過 程･こ焦､奏^ Ji きrfP< ら、 各時'ft ･)怜 陳'^ の関 連r-  い ｔヽ　 象

政 に関 才^ 赦 厦t 総 合 的 に考 家 す^ 。 つぃｔ 現ヽ でありw- 将 知r-  あヽ 'い 課 題^ 探 ううt

すI  t  ・･r･ あ-h. 今回I* 明 地初 年 々`ら ＼け-i- 第一 期^ し りfs 繋 しr--.

方 残　 明 治ね 年 ヵヽ らI? 年 ま で こi^ 丿 学 装教有^- 用 い た家政 書t 、 各研 曳 恥^ 失

通|こい)  あ（ 家政 学 原論. 被服.   今 物． 家旅経 済 の各分 野4  卜 い ゛総合 的r-  考 瓦3

こt  ヽ しす^.If: / 報－1  fu 弧論 及V-'刳 本t 恚 レr 、 策 条・ 意図、 ヤ 子教賀観f 中ハ^-

こ̂秀蒙 しT-.

軸 恥 家政r^ 関 すV 敢 贅.j.、々 手敢 苓 の^ 奪 な 部分r あり、 当 時・ 生傍観・^M 縁 綿

１ 反映 し-t い%  ．わ 期 ・ヽ 急激 な良 明開 化、 欧米的^ ほ

度 の わ こ浸 逸 し-t ､､ ̂< 逼 程 を% す め中､こ見Ir   Z    t *ヽ '`r'き 乱 ■i なわ ち、 屹の ま・T"  1*

･わがlS  の宦鯖rこ適 さな いt･ い わお れ翻 訊的 家政 す･ 軋　 そ・ 後 の 薯書'- 家 庭誉 理・ 重 奏

喇  ̂i 実 学 のi-s)上･的 推キ いV     )   躬V 影 響i 与 £ た． 吃’･二>i I* わ力'国・)構統 的 家政 書ﾋ

の片 歌1^ 思 わお3  家政 書 の砕 出･ 心 っx 示 されt い3 。 家 政 書 に荻急 的･こみら れ-i  芳

i､方1* 、 家政 りhy 斉( あ い ヽiぷ倹 約) の手段 と々 るこ とV あっ-: 、 参物、M 服、　'i.<n

他 の各論I* 像 約 の すこめ・･拉術 諭t  考i.1 べ■ 3 f  ■ あT，うfc 屡由 れS  .

=-18 明喩人降iこh リ 奈改ド関t  蹟t   ̂発お こついT （y  ̂／雅-z)

東京参政･掌院政衣政　診 齢 竹 谷 亀高京 ふ　〇熊田知 悉

目的　^ ノ報 ―  / i  同 じ'

方汰　tp  /雅 一/ にμ い7    り 上-り't< i  のi   (ajじ考す にっ いて， 被限 の衡氷 を当時

の友如 こつvヽ"Z a 薯本 略考え方と<^関左[こ い７検討 し， ま剔 内峯 を現永の瀬 豚旁

の少ヽ野別 に市 に 蚕赦 し。i 唾。風恰 ，習慣･ 淑粋事傾ヶ と`と閃連づ‘リ 煮 無 した。

鯖果　D 叔咳 μつ いT  は大 庵 洛 吸り ， 載隻^  庫， 面 影t.　 ・ 禎庁T･述 べT あ

? ．'i ゛今董I゛異3   竹 内喬 にフ い7  も 衷 役 心i一r I 煮 えず 材糎 衷flいa  '彰゛)

叛扱い礼 載 隻り す寸^ 秀 之九 衆徒 上-め注軋 洗 濯 の才 希 洗葦用剤 め雅執 丿司恚

なf'も いず れも共え し-^ み ツ，人同,lヽ 旱T'h)I 。 勾現在-の賎限 外印^  ご,If ? 内峯や

双扨 い方 と比眺す?  と｡,  衣抜Iま身分ヤ職業I-  J: 5    ド

I- めも の-c･あ%  こと。 絹物 の魂M 夕 面 こっｖヽ 言¥ し ＼へこと。 加 服の暁い直しにっVA    7

取 扱 ，X  い1  ^  と,   建濯 用膚卜 し1  瓦ぎ のi  クヽ X(り く用 いり

■*＼' ＼A *ヽ '見 られl 。3) 泉眼<^雅 枝， 毎参り^ 粘'-i の-?≪-の用語 に哉 園古恥 め七・-ﾋ 斡 しく

輸入-之れ戈も"    ̂“' 乱X　 彫
どに哨連づ けT  倹約 め必孝 性-iit 七 亨^'^ﾘを示しz  wヽ ぶもの祠 ^ い。


